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　当コミュニケーション理解研究室では，主にソーシャルメ
ディア上のビッグデータを対象として，コミュニケーション
支援や情報アクセスを実現するための研究を進めています。
具体的には，ソーシャルメディアにおける市民意見を活用し
た自治体における施策判断の支援，ニューラルネットワーク
を利用した重複する料理レシピの検出，時系列トピックモデ
ルを用いた有用なライフイベント経験を含むブログ記事の発
見等の研究テーマに取り組んでいます。これらのテーマでは，

　水戸市との共同研究は，水戸黄門まつりの分析について，日
本経済新聞（2016 年 8 月 6 日）から，商店街店主への講習会
について，茨城新聞（2018年 9月18日，2017年 10月 2日）から，
報道がありました。つくば市では，ウィキペディアタウンを 2
回開催しており，常陽新聞から報道されています。また，楽天
技術研究所との共同研究について，Ameba ニュース（2017 年
8 月 25 日）などで報道されています。さらに，スマートシテ
ィの国際標準化活動について，ISO/IEC JTC 1/WG11 等で貢献を
しています。

みなさんが修了するためには，研究をして論文（卒業論文・
修士論文・博士論文）を書く必要があります。研究をするの
であれば，楽しんで良い研究をするのに越したことはありま
せん。学生が行う良い研究は，その学生にしかできないテー
マに取り組む研究と私は考えます。当研究室の学生さんは，
好きな研究テーマを選ぶことが大切であることを理解してい
ます。みなさんも，ぜひとも自分に合った研究室と，好きな
研究テーマを見つけてください

｜  メッセージ

最先端の機械学習技術と，データの観察に基づくコーパスア
ノテーション技術を組み合わせて研究を進めており，前者は
理系（データ分析）の視点，後者は文系（データ観察）の視
点が重要な役割を果たします。優秀な学生が多く，学内・学
外に渡り，多くの表彰を受けています。また，研究の実用化
を重視しており，複数の企業や自治体との共同研究を進めて
います。共同研究の相手は，水戸市役所，楽天技術研究所，
きざしカンパニー，シンガポール国立大学などです。
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筑波大学 図書館情報メディア系

パブリックコメント投稿者を支援するための行政文書の分割（平成 26 年度 情報学群長表彰）
半教師ありトピックモデルに基づく Twitterユーザの地域推定

（情報処理学会論文誌 TOD 採録 , IFAT ヤングリサーチャー優秀賞 , 

  DBS 研究会学生奨励賞 , 平成 25 年度図書館情報メディア研究科長表彰）

市民のツイートを行政課題ごとに分類するための関連語の抽出（平成 29年度  総代・情報学群長表彰）

外国人観光客の相談相手となりうる Twitterユーザの推薦（観光情報学会誌 採録，
                              WI2 研究会 第 4回ステージ発表 採択，平成 27年度 図書館情報メディア研究科長表彰）

地域ユーザに着目した口コミツイート収集手法の提案（DEIM2016 学生プレゼンテーション賞）

市民のツイートを用いた分散表現に基づく地名に対する
市民の関心の傾向の可視化
（日本知能情報ファジィ学会誌 採録，平成 29年度 情報学群長表彰）
  

コミュニケーション理解研究室では，人間の言語理解の過程を明らかにしつつ，
人と人あるいはコミュニティとをつなぐコミュニケーションの支援や，
ソーシャルメディア上に現れる実生活において必要となる情報へのアクセス支援に
ついて研究を進めています。

ソーシャルメディアに現れる多くの情報を利用して，クリエータを検索したり
既存のサービスとは異なるランキング手法を提供

ソーシャルメディアユーザの情報を分析したり，オープンデータを活用することで
行政サービスの活性化を支援

ソーシャルコミュニケーション支援

ソーシャル情報アクセス

スマートソーシャルシティ

コミュニケーション理解研究室

Twitter特有のコミュニケーション表現の抽出
（平成 25年度 情報学群長表彰）

教員室：   学生研究室：
Web：      
教員： 名  学生： 名（博士前期課程）  ・ ： 名

感情推定に基づく顔文字推薦システムの構築
（言語処理学会論文誌 採録 , 情報処理学会 山下記念研究賞 , 
日本語学論説資料 掲載）

ライフイベントに依存したトピック推移の分析
（情報処理学会論文誌 TOD採録，ACM SIGIR 2017 採録，DEIM 2017 学生プレゼンテーショ
ン賞，平成 29 年度 茗渓会賞，平成 29年度 図書館情報メディア研究科長表彰） 

照合

読者の感性を発信・共有するためのソーシャル付箋
（電子情報通信学会論文誌 採録，平成 24 年度 情報学群長表彰）

閲覧者による印象を考慮したイラスト投稿者の検索
（ACM SIGIR 2013 採録）

人気レシピの内容的特徴に着目した実用的レシピの判別
（CEA 2014 採録 , Best Paper Award）

学校

自宅

ユーザの投稿場所に着目

ユーザが特定の時間帯に投稿する場所は属性ごとに異なる

平日 AM10:00

Twitterユーザの投稿場所を考慮した属性推定
（ICADL 2016 採録，平成 27 年度 情報学群長表彰）

ソーシャルメディアにおける，より使いやすいコミュニケーションのあり方の提案
新たなコミュニケーションサービスの提供

音楽のジャンルと印象を用いた VOCALOID クリエータの検索
（人工知能学会 論文誌採録） 
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投稿型料理レシピサイト上で重複するレシピの判別
（CEA 2017 採録，WI2 研究会 第 6回ステージ発表採択，DEIM2016 優秀インタラクティブ賞）

宣伝効果を促進するための親しみやすいツイートへの言い換え
（情報処理学会 第 78 回全国大会 学生奨励賞）

投稿パターンを考慮したコミュニケーションスキルの分析
（情報処理学会 第 79 回全国大会 学生奨励賞）

コミュニケーションスキルの低いユーザは
特定の時間帯 ( 深夜帯 ) に集中して投稿

山路を登りながら


